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 臨床場⾯ではいろいろな問題を抱えた⼈と出会う
が、その⼈が持っている問題の多くは、慢性的なもの
である。なのに、世間ではどうしても、急性的な問題を
「問題」としがちである。 

喉元過ぎれば熱さを忘れるとはいうが、急性期は
なんとか乗り切れても、そのあとに続く慢性的な状況
に⼀番困っていることも多いのではないか。 
 

虐待でいえば、⾝体的虐待でいう暴⼒ひとつひと
つは問題だし、あとにひく怪我や、死につながる暴⼒
は⼤変に⼤きな問題である（軽い暴⼒を容認する意
味ではない）。でも、そればかり取沙汰しても解決に
ならない。何度か書いているが、「どの程度殴れば虐
待なのか」という問題ではないのだ。「愛のムチ」という
⾔葉もあるが、タイミングと双⽅の（無意識的な）
了解があれば、暴⼒が功を奏することもゼロではな
い。「強い刺激で⽬が覚める」ということは起きうる。で
も、単発の暴⼒ももちろん問題であるが、継続的、慢
性的な暴⼒環境がなによりも問題なのであり、⼦ども
への悪い意味での影響が強い。でも、法律でそれを記
述することはとても難しいように思うし、わかりやすく
「殴るのは虐待です」とするしかないのかもしれない。そ
の反⾯、現場にいると、暴⼒が収まっても「⼦どもがビ
クビクしていなければならない状況」は続いていたりす
ることもある。 
だから、⾝体的虐待と呼ばれる単発の暴⼒を受け

た⼈よりも、恒常的に否定的なかかわりつまり精神的

虐待を受けてきた⼈の予後（その後の⽣活がいい感
じになるかどうか）が悪いように思われる。当然なが
ら、⽇常的に「暴⼒＋否定」の場合はよりつらいことだ
ろう。 
 ⾝体的虐待についても、単発の暴⼒そのものより
も、「いつ殴られるかわからない状況に常に居続けなけ
ればならない⽇常」というものが精神的なダメージが⼤
きい。常に緊張状態にいることは、⾮常に精神を削ら
れるのだ。 
  
 いじめも同様である。「悪⼝を⾔った」「無視した」そ
の⾏為⼀回が問題なのではない。それが⼀定期間以
上継続するということが問題である。もちろん、ずっと
良い関係だったのに、⼀⾔の失⾔がその関係を壊して
しまうということもあるが、それは「いじめ」とは様相を異
にするだろう。 
 いじめとは、⼀回の悪⼝、暴⼒、無視などではな
く、それが継続し、「いつ終わるかわからない」ことが被
害者に⼤きなダメージを与え、蓄積させていく。就学
年齢の⼈にとっては、学校とは⽣活そのものだし、⼈
⽣の多くを学校で過ごしている。そういう⽣活の場が
休まらない環境で、「いま」いじめられていないにして
も、いつ何をされるかわからないというのは⾮常に精神
的に削られる。 
 
 この⽂章を書きながら、これらの慢性的なつらい状
況に置かれると、どういうダメージを受けるのかを考えて
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いた。「疲弊する」だと弱いし、「ダメになる」だと⾏き過
ぎている。「殴られてないのにダメージを受ける」というこ
とだから、直接的なものではないのだ。そう考えてい
て、「精神が削られる」というのが⼀番しっくりきている。
健康度が削られていく。当然、直接的な暴⼒や搾取
によって、⼤きく削られる。直接何かされていないとき
でも、だんだんと削られていく。その加害者がその場に
いない、多少安全な場にいたとしても削られていく。⾒
えやすい「削り」だけでなく、みえにくいものもキチンと考
えることが⼤事だ。 
 
仕事だって同じだと思う。ただ、虐待やいじめと⼤き

く違うのは、「⾃ら望んでその場にいる」ということだ。
「働くのが⼤好き！」「職場にいるのが⼤好き！」とい
う⼈も多くはなさそう（⼤好きであってももちろんいい
んですよ）だが、いろいろな事情はあるにせよ、⾃分が
選択してその場にいる⼈が多いだろう。 
 でも、そこで慢性的につらい状況になることはままあ
る。⾃分で選んでそこにいる、ということも逆に逃げ出
しにくい要因になるのかもしれない。⾃分で選んだ状
況だからこそ、「クソつまらないことがずっと続く仕事」
（「つまらなさ」は⼈それぞれ）とか、「いつまで続くか
先が⾒えない忙しさが常態化している職場」とかは、
かなり削られる。「何がいやなの？」と聞かれたとして
も、明確にコレコレがいやだと⾔えない場合もあるかも
しれない。そういう、慢性的な不満というか不快感と
いうか不具合感というか、そういうものが続く場所とい
うのも結構精神が削れてしまうのではないだろうか。当
然、⼈間関係がギスギスしていたり、いやな上司が毎
⽇話しかけてきたり、偉い上司がいつも怒鳴っていた
り、といった状況が「いつも」であればなおさらに削れる
だろう。 
 
 どうやら、慢性的にストレスフルな状態においては、
「ストレスの強度が強いこと」「それが続いていること」
「いつ終わるかわからないこと」「強いストレスがくる予
⾒ができにくいこと」などが問題になるようだ。最近体

験したものは、コロナ対応だ。保健所におけるコロナ対
応は、毎⽇の処理すべきものが⾮常に多く、ずっと続
き、いつ終わるのか先が⾒えず、次の⼭（感染拡
⼤）がどうなるか予⾒できないというものであった。あ
れはヤバかった。 
 
 どうも、我々は、⽬に⾒えやすい、「パッと⾒てひど
いこと」などに気を取られがちだ。確かに、殴られたり怒
鳴られたりしている⼦どもは「かわいそう」であるが、⼀
回殴るのを⽌めたら終わりではないのだ。その背景に
は、⻑く続く虐待環境があるのだ。⼦どもが「ただ⼿を
上にあげたらビクっとした」のを体験したことがある⼈も
いるかもしれない。それは、その⼦が常に警戒態勢に
あるということ、警戒態勢をとっていなければならない
環境にあることを意味する。その場に「殴る⼈」がいな
い場合でも。 
 虐待やいじめなどの明らかな問題でなくとも、⼤⼈
であっても⾃分⾃⾝を慢性的な「精神を削る場に⾝
を置く⼈」は結構多いのではないだろうか。「仕⽅ない
じゃん！」という場合も多くあるだろう。でも、選択でき
るなら、違う場所を選んでほしいなと常々思う。 
 法律でも政策でも、⽬の前のことに対応することは
とても⼤事なことだが、たとえば⾃殺対策は「死にたい
と思っているひとに相談対応する」ことだけに取り組ん
でいても、⾃殺は減らないっていうことはみんなわかって
いるはず。でも評価されるのは直接的な対応（相談
窓⼝を作りましたとか、ＳＮＳで相談できるようになり
ましたよとか）である。ハラスメントにしたって、法律で
「ハラスメントはいけません」とするのはよいが、そもそも
ハラスメントが起きないようにするにはどうしたらいいかと
いう⽅向になりにくい。せいぜい「ハラスメントが起きな
いように対策を講じなければならない」とかくらいであ
る。 
 
 ⼈⼝減少だとか⻑引く不況だとか⾔われるけど、そ
ろそろ慢性的な問題に根っこから取り組まないとまず
いよなあ。 


